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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）および（Ｂ）：
（Ａ）カルナバワックスより分別して得られ、軟化点が５５～８０℃、ヨウ素価が２０～
５５である樹脂組成物
（Ｂ）固形油
を含有することを特徴とする化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）の含有量が０．１～１５質量％である請求項１記載の化粧料。
【請求項３】
　成分（Ｂ）が、キャンデリラワックス、ミツロウ、ライスワックスおよびカルナバワッ
クスよりなる群から選ばれる１種または２種以上のワックスである請求項１または２に記
載の化粧料。
【請求項４】
　成分（Ｂ）の含有量が１～３０質量％である請求項１～３のいずれかの項記載の化粧料
。
【請求項５】
　さらに、成分（Ｃ）油溶性樹脂（成分（Ａ）を除く）を含有する請求項１～４のいずれ
かの項記載の化粧料。
【請求項６】
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　成分（Ｃ）が、トリメチルシロキシケイ酸、アクリル－シリコーングラフト共重合体お
よびポリメチルシルセスキオキサンよりなる群から選ばれる１種または２種以上のシリコ
ーン系油溶性樹脂である請求項５記載の化粧料。
【請求項７】
　成分（Ｃ）の含有量が樹脂固形分として０．５～２５質量％である請求項５または６に
記載の化粧料。
【請求項８】
　睫用化粧料である請求項１～７のいずれかの項記載の化粧料。
【請求項９】
　マスカラである請求項８記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルナバワックスを分別して得られる特定の樹脂組成物と、固形油とを含有
する化粧料に関し、より詳細には、伸び広がりが軽く、柔軟な化粧膜が得られ、更に睫毛
や眉毛、毛髪等のケラチン繊維に適用した場合には、量感ボリューム効果やカールキープ
効果に優れた化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、睫用化粧料や毛髪化粧料等においてボリューム効果やカール効果を付与するため
に、ワックスや油溶性樹脂が用いられてきた。例えば、特定の高融点ワックスからなるエ
マルションと皮膜形成ポリマーを配合することでカール効果を向上させたマスカラが開示
されている（特許文献１）。しかし、近年、睫用化粧料においては、負担感がなく自然な
使用感および仕上がりと、その持続性（化粧持ち）の両立が求められている。すなわち、
塗布時の伸び広がりが軽く、睫毛の一本一本が太く濃くなることで、睫の見た目の本数が
目減りすることなく、睫本来の自然な量感のあるボリューム効果が得られることや（量感
ボリューム効果）、一定の硬さおよび強度を有しながら柔軟性のある化粧膜を形成して、
長時間にわたって初期のカール形状を維持できること（カールキープ効果）が重要な品質
項目とされているが、上記特許文献１の技術では、カール効果を得ることはできるものの
、高融点ワックスにより形成される化粧膜は、硬くて脆いため、睫への付着性に劣り、十
分な量感ボリューム効果が得られず、カールキープ効果にも劣るものであった。
【０００３】
　一方、このような量感ボリューム効果やカールキープ効果等を得るために、デキストリ
ン脂肪酸エステル、顔料、キャンデリラレジン、１，２－アルカンジオールを組み合わせ
る技術（特許文献２）が提案されている。この技術によれば、塗布時の伸び広がりの軽さ
と量感ボリューム効果を得ることができるものの、キャンデリラレジンの配合量が増えて
いくと化粧膜の柔軟性が損なわれてしまい、また１，２－アルカンジオールは汗や皮脂と
なじむことで化粧崩れを引き起こしやすいことから、十分なカールキープ効果が得られな
いことがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２９８８９２９号公報
【特許文献２】特開２００８－６３２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、伸び広がりが軽く、一定の硬さおよび強度を有しながらも柔軟な化粧膜を形
成することができ、量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）およびカールキー
プ効果に優れた化粧料を提供することを課題とするものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる実情において、本発明者は、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、
カルナバワックスを分別して得られた特定の樹脂組成物を固形油と組み合わせることによ
り、伸び広がりが軽く使用感に優れるとともに、一定の硬さ、強度を有しながら柔軟性の
ある化粧膜が形成され、睫や毛髪に適用すると、優れた量感ボリューム効果（セパレート
ボリューム効果）およびカールキープ効果が得られることを見出し、本発明を完成するに
至った。
【０００７】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）および（Ｂ）：
（Ａ）カルナバワックスより分別して得られ、軟化点が５５～８０℃、ヨウ素価が２０～
５５である樹脂組成物
（Ｂ）固形油
を含有することを特徴とする化粧料である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の化粧料は、伸び広がりが軽く、柔軟性の高い化粧膜を形成し得るものであり、
例えば、睫に適用すると、付着性がありながらもべたつきが少ないため、束になることな
く、睫の一本一本に均一に付着して、それぞれが太く濃くなることで、睫の見た目の本数
が目減りすることなく、自然な仕上がりのボリューム効果が得られる（量感ボリューム効
果）。さらにこの化粧膜は、一定の硬さおよび強度を有しながらも柔軟性をも備えている
ため、長時間にわたって初期のカール形状を維持する効果にも優れるものである（カール
キープ効果）。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】製造例１の樹脂組成物（ａ）およびカルナバワックス（ｂ）の示差走査熱量計で
測定されたＤＳＣチャートである。
【図２】製造例１の樹脂組成物（ａ）およびカルナバワックス（ｂ）のガスクロマトグラ
ムである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１１】
　本発明の化粧料には、成分（Ａ）カルナバワックスより分別して得られ、軟化点が５５
～８０℃、ヨウ素価が２０～５５である樹脂組成物を配合する。この樹脂組成物は、カル
ナバワックスから抽出された樹脂分を主成分とし、成膜性に優れ、硬さと柔軟性を備え、
均一かつ平滑な塗膜を形成できるもので、塗布する際の摩擦により構造が容易に崩れるこ
とから伸び広がりの軽さにも優れるものである。また塗布対象への密着性に優れていなが
らもべたつきは少なく、従来樹脂のように乾きかけにべたつきが急激に増大する傾向もみ
られないことから、重ね付けしてもまつ毛をしっかりセパレートさせながら一本一本を太
くすることができ、毛量感のあるボリューム効果に優れる。この樹脂組成物を成分（Ｂ）
固形油と組み合わせることにより、カルナバワックスなどのワックス類や他の樹脂成分で
は得られなかった伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量感ボリューム効果（セパレート
ボリューム効果）、カールキープ効果を得ることができる。
【００１２】
　成分（Ａ）の樹脂組成物は、カルナバワックスから、軟化点が５５～８０℃、ヨウ素価
が２０～５５となるように分別することにより得られるものであり、その分別方法は特に
限定されるものではないが、例えば、カルナバワックスを有機溶剤で分別抽出する方法が
好適に用いられる。
【００１３】
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　分別抽出に用いられる有機溶剤としては、アルコール類、エーテル類、ケトン類、炭化
水素類および芳香族炭化水素類よりなる群から選ばれた１種または２種以上を用いること
ができる。上記アルコール類としては、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブ
タノール、エーテル類としては、ジエチルエーテル、メチルエチルエーテル、ケトン類と
して、アセトン、メチルエチルケトン、炭化水素類として、ｎ－ペンタン、ｎ－ヘキサン
、ｎ－ヘプタン、芳香族炭化水素類として、ベンゼン、トルエン、キシレン、トリメチル
ベンゼン、エチルベンゼン等が挙げられ、これらの１種または２種以上を使用できる。こ
れらの中でも、分別抽出の簡略化の点でメタノール、エタノール、イソプロパノール、ブ
タノール、ジエチルエーテルおよびメチルエチルエーテルが好適に用いられ、これらの１
種または２種以上を混合して用いることが好ましい。
【００１４】
　分別抽出は、例えば上記有機溶剤中に、固形状のカルナバワックスを浸漬して行うこと
ができる。有機溶剤の使用量は、カルナバワックスに対して３～４質量倍であり、３０～
６０℃、好ましくは４０～５０℃で、４～８時間、好ましくは５～６時間程度浸漬すれば
よい。このようにして抽出処理した後、ろ過など通常の固液分離手段を用いて抽出液を分
離する。この抽出液に樹脂分が溶解しているため、これから減圧蒸留、加熱蒸留等の通常
の濃縮・乾燥手段を用いて有機溶剤を留去することにより、樹脂分を多く含有する成分（
Ａ）の樹脂組成物を得ることができる。
【００１５】
　このようにして得られた成分（Ａ）の樹脂組成物は、軟化点が５５～８０℃、ヨウ素価
が２０～５５の範囲にあるものであり、好ましくは、軟化点が６０～７８℃、ヨウ素価が
２３～５０のものであり、より好ましくは軟化点が６５～７５℃、ヨウ素価が２５～５０
のものであり、特に好ましくはヨウ素価が３０～４５のものである。また樹脂濃度は、好
ましくは１５～４０質量％（以下、単に「％」で示す）であり、２５～３５％がより好ま
しく、２０～３５％が特に好ましい。上記したとおり、一般にカルナバワックスの樹脂濃
度は約５％程度であるから、この樹脂組成物はカルナバワックスよりも樹脂濃度が約３～
８倍高いものである。この範囲の樹脂組成物は、成膜性に優れ、硬さと柔軟性を備え、均
一かつ平滑な塗膜を形成できるものであり、付着性は高いがべたつきが少なく、塗布対象
への密着性に優れるものである。樹脂濃度が１５％未満では、均一及び平滑な塗膜形成が
できなくなることがあり、また、４０％を超えるとべたつきが高くなり、化粧膜に違和感
を生じてしまうことがある。また軟化点が５５～８０℃であると、取り扱いがしやすく、
成膜性があり、形成された膜は柔軟性が得られるようになる。特に化粧料においては、製
造工程で使用が簡便であり、皮膚や頭髪、睫、眉毛の毛髪等に塗布した際も、成膜性と柔
軟性を併せ持つものとなる。さらに、ヨウ素価が２０～５５であることは、出発物質であ
るカルナバワックスより、飽和のエステル化合物が減少し樹脂分が残存していることを意
味する。その他、成分（Ａ）の樹脂組成物とカルナバワックスの物性の相違について下記
表１に示す。また、カルナバワックスは、ＤＳＣ吸熱ピークが８２℃付近に存在するのに
対し、成分（Ａ）の樹脂組成物は、このような吸熱ピークが消失して認められないという
特徴を有する。さらに、この樹脂組成物をガスクロマトグラフィーで分析すると、保持時
間２～１０分付近に樹脂分由来のピークが検出されるが、カルナバワックスではこのよう
なピークは認められない。また、カルナバワックスでは２０～３０分付近に炭素数５６の
エステルワックスのピークが現れるが、この樹脂組成物ではピーク強度が減少しているこ
とが認められる。なお、本明細書において、樹脂濃度、融点、軟化点、酸価、けん化価、
ヨウ素価は以下の測定方法による値である。また、ＤＳＣ、ガスクロマトグラフィーの条
件は、製造例に記載の条件によるものである。
【００１６】



(5) JP 6158552 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

【表１】

【００１７】
（樹脂濃度）
　上記分別抽出によりろ別した残渣の分濃縮されたものとして、カルナバワックスの樹脂
濃度から樹脂組成物の樹脂量（％）を求めた。
（融点）
　実施例に記載の条件によるＤＳＣで測定した。
（軟化点）
　外原規一般試験法に記載された軟化点測定法により測定した。ただし、試料量は０．５
ｇとし、鋼球は径１２ｍｍ、重さ１０ｇ鉛球を使用し、昇温速度は５分あたり１℃として
測定を行った。
（酸価）
　外原規一般試験法に記載された酸価測定法第１法により測定した。ただし、試料量は３
ｇとし、溶媒にはキシレン３０ｍｌおよびエタノール５０ｍｌを用いて温時に滴定した。
（ヨウ素価）
　外原規一般試験法に記載されたヨウ素価測定法により測定した。ただし、溶媒にはシク
ロヘキサン３０ｍｌを用いて溶かし、試料が溶けにくいときはシクロヘキサンの量を適宜
追加した。
（けん化価）
　外原規一般試験法に記載されたけん化価測定法により測定した。
【００１８】
　この樹脂組成物は、ＩＮＣＩ名Ｃｏｐｅｒｎｉｃｉａ　Ｃｅｒｉｆｅｒａ（Ｃａｒｎａ
ｕｂａ）Ｗａｘ　Ｅｘｔｒａｃｔに該当し、カルナウバロウエキスとして表示され得る。
【００１９】
　本発明の化粧料における成分（Ａ）の配合量は、特に制限されるものではないが、０．
１～１５％が好ましく、１～１０％がより好ましい。この範囲であれば、伸び広がりが軽
く、柔軟な化粧膜を形成し得るとともに、優れた量感ボリューム効果（セパレートボリュ
ーム効果）およびカールキープ効果を得ることができる。
【００２０】
　本発明の化粧料に使用される成分（Ｂ）固形油は、上記成分（Ａ）と組み合わせること
により、塗布する際の摩擦により構造が崩れ易くなるため伸び広がりが軽く、負担感のな
い使用感のものとなる。また、ワックス成分に由来する化粧膜の脆さを補い、硬さと強度
に優れた化粧膜を形成し得ることから、優れたカールキープ効果を付与することができる
。
【００２１】
　本発明の化粧料に使用される成分（Ｂ）固形油としては、通常化粧料に使用され、２５
℃で固形状を呈するものであれば特に制限されないが、具体的にはエチレン・プロピレン
コポリマー、ポリエチレンワックス、セレシンワックス、パラフィンワックス、フィッシ
ャートロプシュワックス、水添マイクロクリスタリンワックス、マイクロクリスタリンワ
ックス、キャンデリラワックス、カルナバワックス、ライスワックス、ミツロウ等が挙げ
られ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。中でもキャンデリラワックス、
ミツロウ、ライスワックス、カルナバワックスなどのエステル成分を含む固形油は、成分
（Ａ）の樹脂組成物と相溶性がよく、化粧膜の付着性と硬さを著しく向上させる効果に優
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れ、伸び広がりの軽さとカールキープ効果に加えて、高い量感ボリューム効果（セパレー
トボリューム効果）を発揮し得るため好適に用いられる。また成分（Ｂ）は、他の低粘度
の油剤などに溶解して使用することも可能である。
【００２２】
　このような成分（Ｂ）の市販品としては、ＮＣ－１６３０キャンデリラワックス（セラ
リカ野田社製）、精製キャンデリラワックスＳＲ－３、高融点キャンデリラワックスＦＲ
１００、精製キャンデリラワックスＭＤ－２１、精製カルナウバワックス１号（日本ナチ
ュラルプロダクツ社製）、ＷＨＩＴＥ　ＢＥＥＳ　ＷＡＸ（三木化学社製）、ＢＥＥＳ　
ＷＡＸ　Ｓ（クローダ社製）、ＣＩＲＥＢＥＬＬＥ３０３（ＣＩＲＥＢＥＬＬＥ社製）等
が挙げられる。
【００２３】
　本発明の化粧料における成分（Ｂ）の配合量は、特に限定されるものではないが、１～
３０％が好ましく、３～２０％が更に好ましい。この範囲であると伸び広がりの軽さとカ
ールキープ効果が飛躍的に向上する。また本発明の化粧料においては、成分（Ａ）および
（Ｂ）を好ましくは配合質量比１：１０～１０：１、より好ましくは５～１：１～５で配
合すると、優れたカールキープ効果が得られる。
【００２４】
　本発明の化粧料には、上記成分（Ａ）および（Ｂ）の他に、必要に応じ、更に成分（Ｃ
）油溶性樹脂（成分（Ａ）を除く）を配合することにより、硬く、強度にも優れる化粧膜
を形成し、優れたカールキープ効果を得ることができる。
【００２５】
　成分（Ｃ）としては、化粧料に通常使用できるものであれば特に制限されないが、具体
的にはキャンデリラレジン、水添ロジン酸ペンタエリスリチル、水添アビエチン酸グリセ
リル等のテルペン系樹脂、トリメチルシロキシケイ酸、（アクリル酸アルキル/ジメチコ
ン）コポリマー、アクリレーツ/アクリル酸エチルヘキシル/メタクリル酸ジメチコン）コ
ポリマー等のアクリル－シリコーングラフト共重合体、ポリメチルシルセスキオキサン等
のシリコーン系樹脂、ポリビニルイソブチルエーテル、ポリイソブチレン等が挙げられる
。中でもトリメチルシロキシケイ酸、アクリル－シリコーングラフト共重合体、トリメチ
ルシルセスキオキサンなどポリメチルシルセスキオキサン等のシリコーン系樹脂は、べた
つきが少なく伸び広がりが良い点で好適に用いられる。これらの１種又は２種以上を用い
ることができ、他の低粘度の油剤などに溶解して使用することもできる。
【００２６】
　成分（Ｃ）の市販品としては、トリメチルシロキシケイ酸であるＫＦ７３１２Ｊ（固形
分５０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液、信越化学工業(株)社製）、ＫＦ-９０
２１（５０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液、信越化学工業(株)社製）、ＢＹ１
１－０１８（３０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液、東レ・ダウコーニング・シ
リコーン(株)社製）、アクリル酸アルキル/ジメチコン）コポリマーであるＫＰ５４１（
固形分６０％、溶媒：イソプロパノール）、ＫＰ５４５（固形分３０％、溶媒：デカメチ
ルシクロペンタシロキサン）、（アクリレーツ/アクリル酸エチルヘキシル/メタクリル酸
ジメチコン）コポリマーであるＫＰ５７５（固形分３０％、溶媒：デカメチルシクロペン
タシロキサン）（いずれも信越化学工業社製）、ポリメチルシルセスキオキサンであるＳ
ＩＬＦＯＲＭ ＦＬＥＸＩＢＬＥ ＲＥＳＩＮ（モメンティブ・パフォーマンス・マテリア
ルズ・ジャパン社製）等が挙げられる。
【００２７】
　本発明の化粧料における成分(Ｃ)の配合量は特に限定されないが、樹脂固形分として０
．５～２５％が好ましく２．５～２０％が特に好ましい。この範囲であれば、伸び広がり
の軽さとカールキープ効果の点で優れたものが得られる。
【００２８】
　本発明の化粧料には、前述の成分（Ａ）～（Ｃ）のほかに、必要に応じて通常化粧料に
使用される成分を、必要に応じて本発明の効果を妨げない範囲で配合することができる。
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このような任意成分としては、成分（Ｂ）以外の油性成分、粉体、界面活性剤、水性成分
、紫外線吸収剤、酸化防止剤、美容成分、被膜形成性エマルションポリマー、繊維、褪色
防止剤、消泡剤、防腐剤、香料等を挙げることができる。
【００２９】
　油性成分としては、化粧料に一般に使用されるもので上記成分（Ｂ）以外のものであれ
ば、動物油、植物油、合成油等の起源を問わず使用することができ、例えば、炭化水素類
、油脂類、硬化油類、エステル油類、脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フ
ッ素系油類、ラノリン誘導体類、油性ゲル化剤類等が挙げられる。より具体的には、流動
パラフィン、スクワラン、ワセリン、ポリブテン等の炭化水素類、オリーブ油、ヒマシ油
、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類、ホホバ油、トリオクタン酸グリセリル、
ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ジグリセリル、トリベヘン酸
グリセリル、２－エチルヘキサン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イ
ソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、テトライソステアリン酸ペンタエリスリチ
ル、ロジン酸ペンタエリスリチル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロー
ル脂肪酸エステル、フィトステロール脂肪酸エステル、トリグリセライド、リンゴ酸ジイ
ソステアリル、トリメリト酸トリトリデシル等のエステル類、ステアリン酸、ラウリン酸
、ミリスチン酸、ベヘニン酸、イソステアリン酸、オレイン酸等の脂肪酸類、ステアリル
アルコール、セチルアルコール、ラウリルアルコール、オレイルアルコール、イソステア
リルアルコール、ベヘニルアルコール等の高級アルコール類、ジメチルポリシロキサン、
メチルフェニルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、高重合度メチルフェニルポリシロキサン、架橋型ポリエーテル変性
メチルポリシロキサン、オレイル変性オルガノポリシロキサン、ベヘニル変性オルガノポ
リシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、アルコキシ変性オルガノポリシロキサ
ン、フッ素変性オルガノポリシロキサン等のシリコーン類、パーフルオロデカン、パーフ
ルオロオクタン、パーフルオロポリエーテル等のフッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノリ
ン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコール等のラノリン誘導体、蔗糖脂肪酸
エステル、デキストリン脂肪酸エステル、デンプン脂肪酸エステル、イソステアリン酸ア
ルミニウム、１２－ヒドロキシステアリン酸等の油性ゲル化剤類等が挙げられ、これらを
１種又は２種以上用いることができる。
【００３０】
　粉体としては、化粧料に一般に使用される粉体として用いられる粉体であれば、球状、
板状、針状等の形状、煙霧状、微粒子、顔料級等の粒子径、多孔質、無孔質等の粒子構造
等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、有機粉体類、色素粉体類、金属粉
体類、複合粉体類等が挙げられる。具体的に例示すれば、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セ
リウム、硫酸バリウム等の白色無機顔料、酸化鉄、カーボンブラック、チタン・酸化チタ
ン焼結物、酸化クロム、水酸化クロム、紺青、群青等の有色無機顔料、タルク、白雲母、
金雲母、紅雲母、黒雲母、合成雲母、絹雲母（セリサイト）、合成セリサイト、カオリン
、炭化珪素、ベントナイト、スメクタイト、無水ケイ酸、酸化アルミニウム、酸化マグネ
シウム、酸化ジルコニウム、酸化アンチモン、珪ソウ土、ケイ酸アルミニウム、メタケイ
酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸マグネシウム
、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、ヒドロキシアパタイト、窒化ホウ素等の白色体質
粉体、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン合成金雲母、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス
、酸化鉄雲母チタン、紺青処理雲母チタン、カルミン処理雲母チタン、オキシ塩化ビスマ
ス、魚鱗箔、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末、ポリエチレ
ンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタレート・ポリ
メチルメタクリレート積層フィルム末等の光輝性粉体、ポリアミド系樹脂、ポリエチレン
系樹脂、ポリアクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、フッ素系樹脂、セルロース系樹脂、
ポリスチレン系樹脂、スチレン－アクリル共重合樹脂等のコポリマー樹脂、ポリプロピレ
ン系樹脂、ウレタン樹脂等の有機高分子樹脂粉体、ステアリン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン
等の有機低分子性粉体、シルク粉末、セルロース粉末等の天然有機粉体、レーヨン、ナイ
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ロン等の繊維、赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２０５号、赤色２２６号、赤色２２８
号、橙色２０３号、橙色２０４号、青色４０４号、黄色４０１号等や、赤色３号、赤色１
０４号、赤色１０６号、橙色２０５号、黄色４号、黄色５号、緑色３号、青色１号等のジ
ルコニウム、バリウム又はアルミニウムレーキ等の有機顔料粉体あるいは更にアルミニウ
ム粉、金粉、銀粉等の金属粉体、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛覆雲
母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含有二酸
化珪素等の複合粉体等が挙げられ、これら粉体はその１種又は２種以上を用いることがで
き、更に複合化したものを用いても良い。
【００３１】
　界面活性剤としては、化粧料一般に用いられている界面活性剤であればいずれのものも
使用でき、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性
界面活性剤等が挙げられる。例えば、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸
エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ソルビト
ールの脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸エステル等のエステル及びそのアルキレングリコール
付加物、ポリオキシアルキレンアルキル共変性シリコーン、ポリエーテル変性シリコーン
等の非イオン性界面活性剤、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂肪酸及びその塩、ポリ
オキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル燐酸塩等
のアニオン性界面活性剤、アルキルアミン塩、ポリアミン及びアルカノールアミン脂肪酸
誘導体、アルキル四級アンモニウム塩等のカチオン性界面活性剤、アミノ酸タイプ、硫酸
エステル型、スルホン酸型、リン酸エステル型、レシチン等の両性界面活性剤が挙げられ
る。
【００３２】
　水性成分としては、水に可溶な成分であれば何れでもよく、水の他に、例えば、プロピ
レングリコール、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレン
グリコール等のグリコール類、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロ
ール類、アロエベラ、ラベンダー、ローズ等の植物抽出液、ヒアルロン酸ナトリウム、ア
ラビアガム、アルギン酸ナトリウム、カラギーナン、セルロース類、カルボキシビニルポ
リマー、アルキル付加カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム等の水溶性
高分子や、タンパク質、ムコ多糖、コラーゲン、エラスチン、ケラチン等の他の保湿剤を
含有することもできる。
【００３３】
　紫外線吸収剤としては、ベンゾフェノン系、ＰＡＢＡ系、ケイ皮酸系、サリチル酸系、
４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、オキシベンゾン等が挙げら
れる。酸化防止剤としては、α－トコフェロール、アスコルビン酸等、美容成分としては
例えばビタミン類、消炎剤、生薬等、防腐剤としては、例えばパラオキシ安息香酸エステ
ル、フェノキシエタノール、１，２－ペンタジオール等が挙げられる。被膜形成性エマル
ションポリマーとしては、高分子化合物を水性溶媒に分散してあるもので、通常化粧品に
使用されるものであれば特に制限されず、いずれのものも使用することができる。例えば
、（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルションポリマー、（
メタ）アクリル酸アルキル・酢酸ビニル共重合体エマルションポリマー、（メタ）アクリ
ル酸アルキル共重合体エマルションポリマー、（メタ）アクリル酸アルキル・スチレン共
重合体エマルションポリマー、ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマルションポリマ
ー、シリコーン系ポリマーエマルション等が挙げられる。
【００３４】
　上記必須成分（Ａ）～（Ｂ）および必要に応じて使用される任意成分を常法に従って混
合することにより、本発明の化粧料を調製することができる。本発明の化粧料の剤型とし
ては特に限定されず、油性、水中油型、油中水型等のいずれでもよいが、量感ボリューム
効果（セパレートボリューム効果）およびカールキープ効果に優れる点で油性および油中
水型が好ましい。また、形態としても、特に限定されず、液状、ゲル状、クリーム状のい
ずれでも良く、このような剤型および形態のマスカラ、マスカラ下地、マスカラトップコ
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ート等の睫用化粧料；アイブロウマスカラ、アイブロウオーバーコート等の眉毛用化粧料
；頭髪用マスカラ、整髪料、頭髪用ファンデーション等の毛髪化粧料等とすることができ
る。これらの中でも、顕著な量感ボリューム効果とカールキープ効果が発揮されるためマ
スカラ等の睫用化粧料が好適である。本発明の化粧料は、適用時に化粧膜の形成が進んで
も、べたつきが生じず、一定の力で均一に塗布することができるため、重ね付けしやすく
、所望の膜厚に容易に調整することができ、優れたボリューム効果が得られる。また、マ
スカラ、アイブロウマスカラ、頭髪用マスカラ等のケラチン繊維用のメイクアップ化粧料
としても好適である。
【実施例】
【００３５】
　以下に実施例等を挙げて、本発明を更に詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限
定するものではない。
【００３６】
製造例１
　　樹脂組成物の調製（１）：
　カルナバワックス１００ｇを融解攪拌した後、５～１０ｍｍ程度の大きさのフレーク状
に固化成形した。このフレーク状のカルナバワックス１００ｇを予め４０℃に加温したイ
ソプロパノール３００ｍｌ中に攪拌しながら投入し、温度を４０℃に保ったまま６時間静
置して抽出処理した。その後ろ過し、ろ液から減圧蒸留によってイソプロパノールを除去
し、樹脂組成物を得た。
【００３７】
　得られた樹脂組成物について、上記測定方法により、樹脂濃度、軟化点等を測定したと
ころ、樹脂濃度３０％、軟化点７０．４℃、ヨウ素価４０、酸価１７、けん化価８２であ
った。
【００３８】
　また、この樹脂組成物およびカルナバワックスを下記条件による示差走査熱量計（セイ
コーインスツルメンツ（株）　ＤＳＣ６２００）で測定したＤＳＣチャートを図１に示す
。この図に示すとおり、カルナバワックスのＤＳＣチャートには、温度８２℃付近に吸熱
ピークが存在するのに対し、製造例１の樹脂組成物ではこのような吸熱ピークが消失して
いた。
【００３９】
（ＤＳＣ測定条件）
昇温スピード：５℃／ｍｉｎ、１１０℃で２ｍｉｎ保持、３０～１１０℃で測定
【００４０】
　さらに、得られた樹脂組成物およびカルナバワックスについて、下記条件によるガスク
ロマトグラフィー（島津製作所ＧＣ－１７Ａ）により分析した。そのクロマトグラムを図
２に示す。この図に示されるとおり、樹脂組成物のクロマトグラムには、保持時間２～１
０分付近に樹脂分に由来するピークが認められるのに対し、カルナバワックスのクロマト
グラムにはこのようなピークがほとんど認められなかった。
【００４１】
（ガスクロマトグラフィー条件）
カラム：キャピラリーカラム（ステンレス製）２．５ｍｍφ×１０ｍ
検出器：ＦＩＤ
キャリアガス：Ｈｅ
昇温スピード：７．５℃／ｍｉｎ
温度：１５０～２８０℃
注入量：２μｌ
サンプルの調製方法：０．０２５ｇ／３ｍｌ石油エーテル
【００４２】
製造例２
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　　樹脂組成物の調製（２）：
　カルナバワックス１００ｇを融解攪拌した後、５～１０ｍｍ程度の大きさのフレーク状
に固化成形した。このフレーク状のカルナバワックス１００ｇを予め４０℃に加温した、
エタノールとｎ－ヘキサン８０：２０の混合溶剤３００ｍｌ中に攪拌しながら投入し、温
度を４０℃に保ったまま４時間静置して抽出処理した。その後ろ過し、ろ液から減圧蒸留
によって混合溶剤を除去し、樹脂組成物を得た。得られた樹脂組成物について、上記測定
方法により、樹脂濃度、軟化点、ヨウ素価を測定したところ、樹脂濃度２５％、軟化点７
２．５℃、ヨウ素価３５であった。
【００４３】
製造例３
　　樹脂組成物の調製（３）：
　カルナバワックス１００ｇを融解攪拌した後、５～１０ｍｍ程度の大きさのフレーク状
に固化成形した。このフレーク状のカルナバワックス１００ｇを予め４０℃に加温したイ
ソプロパノール４００ｍｌ中に攪拌しながら投入し、温度を４０℃に保ったまま８時間静
置して抽出処理した。その後ろ過し、ろ液から減圧蒸留によってイソプロパノールを除去
し、樹脂組成物を得た。得られた樹脂組成物について、上記測定方法により、樹脂濃度、
軟化点、ヨウ素価を測定したところ、樹脂濃度３３％、軟化点６９．５℃、ヨウ素価４３
であった。
【００４４】
　実施例１～６及び比較例１～３
　　油性マスカラ（ゲル状）：
　表２に示す処方の油性マスカラを下記製法に従って調製し、ａ．伸び広がりの軽さ、ｂ
．化粧膜の柔軟さ、ｃ．量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）、ｄ．カール
キープ効果を下記の評価方法により評価した。その結果も併せて表２に示す。
【００４５】
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【表２】

【００４６】
＊１：樹脂濃度３０％、軟化点７０．４℃、ヨウ素価４０
＊２：ＩＰソルベント　１６２０ＭＵ（出光興産社製）
＊３：レオパール　ＴＬ２（千葉製粉社製）
＊４：ＣＩＲＥＢＥＬＬＥ３０３（ＣＩＲＥＢＥＬＬＥ社製）
＊５：パインクリスタル　ＫＥ－３１１（荒川化学工業社製）
＊６：ＳＲ１０００（モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン社製）
＊７：ＳＩＬＦＯＲＭ ＦＬＥＸＩＢＬＥ ＲＥＳＩＮ（モメンティブ・パフォーマンス・
マテリアルズ・ジャパン社製） 
＊８：ＡＥＲＯＳＩＬ　２００（日本アエロジル社製）
＊９：ジメチルポリシロキサン５％処理
【００４７】
（製法）
Ａ．成分（１）～（９）を約１１０℃に加熱し、均一に混合する。
Ｂ．Ａに（１０）～（１２）を添加し、均一に混合する。
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【００４８】
　（評価方法）
　ａ～ｄの項目について、専門パネル２０名による使用テストを行った。各試料を１回睫
に塗布し、パネル各人が下記絶対評価にて６段階に評価し、評点をつけ、パネル全員の評
点合計からその平均値を算出し、下記４段階判定基準により判定した。尚、評価項目ａは
塗布中の使用感を評価し、評価項目ｂ、ｃは塗布直後を評価した。また、評価項目ｄにつ
いては、試料を睫に塗布し、パネルに通常の生活をしてもらい、塗布から８時間後の化粧
効果について評価した。
【００４９】
＜評価項目＞
　ａ．伸び広がりの軽さ
　ｂ．化粧膜の柔軟さ
　ｃ．量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）
　ｄ．カールキープ効果
【００５０】
＜６段階絶対評価＞
（評点）：（評価）
　　　５：非常に良い
　　　４：良い
　　　３：やや良い
　　　２：普通
　　　１：やや悪い
　　　０：悪い
【００５１】
＜４段階判定基準＞
　　　◎：４点以上　　　　　　　　　　：非常に良好
　　　○：３点以上で４点未満　　　　　：良好
　　　△：１．５点以上で３点未満　　　：やや不良
　　　×：１．５点未満　　　　　　　　：不良
【００５２】
　表２の結果から明らかなように、実施例１～６の油性マスカラは、比較例１～３のもの
と比べ、伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量感ボリューム効果（セパレートボリュー
ム効果）、カールキープ効果の全てにおいて優れたものであった。これに対して、成分（
Ａ）の樹脂組成物を配合しない比較例１では、睫に対する付着性が著しく低下し、量感ボ
リューム効果（セパレートボリューム効果）およびカールキープ効果に劣っていた。また
成分（Ａ）の代わりに、カルナバワックスを配合した比較例２では、化粧膜が硬く脆くな
りすぎ、柔軟性に欠けるとともに、睫に対する付着性も低下することから、量感ボリュー
ム効果（セパレートボリューム効果）およびカールキープ効果の点において満足のいくも
のが得られなかった。さらに、成分（Ｂ）の固形油を配合しない比較例３では、伸び広が
りの軽さに欠けるものであった。
【００５３】
実施例７～１２及び比較例４～６
　　水中油型マスカラ（クリーム状）：
　下記表３に示す処方の水中油型マスカラを下記製法に従って調製し、ａ．伸び広がりの
軽さ、ｂ．化粧膜の柔軟さ、ｃ．量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）、ｄ
．カールキープ効果を実施例１～６及び比較例１～３の評価方法を用いて評価した。その
結果も併せて表３に示す。
【００５４】
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【表３】

【００５５】
＊１０：キャンデリラ樹脂Ｅ－１（日本ナチュラルプロダクツ社製）
＊１１：ＫＰ５４５（固形分３０％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液）（信越化学
工業社製）
＊１２：ビニブラン１０８０（固形分４２～４８％）（ポリマーラテックス社製）
＊１３：ＹＯＤＯＳＯＬ　ＧＨ８１０Ｆ（固形分５０％）（アクゾノーベル社製）
＊１４：ＡＥＲＯＳＩＬ３００（日本アエロジル社製）
【００５６】
（製法）
Ａ．成分（１）～（７）を８０℃で均一に加熱溶解する。
Ｂ．成分（８）～（１６）を均一に混合し８０℃に加熱する。
Ｃ．ＢにＡを加え乳化する。
Ｄ．Ｃを室温まで冷却し、塗布具付き容器に充填し水中油型マスカラを得た。
【００５７】
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表３の結果から明らかなように、本発明の実施例７～１２の水中油型マスカラは、比較例
４～６のものと比べ、伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量感ボリューム効果（セパレ
ートボリューム効果）、カールキープ効果の全てにおいて優れたものであった。これに対
して、成分（Ａ）の樹脂組成物を配合しない比較例４では、睫に対する付着性に劣ること
から、量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）およびカールキープ効果に劣っ
ていた。、また成分（Ａ）の代わりにカルナバワックスを配合した比較例５では、化粧膜
が硬く脆くなりすぎ、柔軟性に劣るとともに、睫に対する付着性も低下することから、量
感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）およびカールキープ効果の点において満
足のいくものが得られなかった。さらに成分（Ｂ）の固形油を配合しない比較例６では、
伸び広がりの軽さに劣るものであった。
【００５８】
実施例１３
　　油中水型マスカラ（クリーム状）：
　下記処方の油中水型マスカラ（クリーム状）を下記製法により調製した。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）製造例１の樹脂組成物　＊１　　　　　　　　　　　　　３
（２）エイコセン・ビニルピロリドン共重合体　＊１５　　　　３
（３）デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　１０
（４）ポリメチルシルセスキオキサン溶液　＊７　　　　　　１０
（５）軽質流動イソパラフィン　＊２　　　　　　　　　　　　残量
（６）ジメチコノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（７）ライスワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（８）煙霧状無水ケイ酸　＊１６　　　　　　　　　　　　　　８
（９）有機変性ベントナイト　＊１７　　　　　　　　　　　　１
（１０）チタン・酸化チタン焼結物　＊１８　　　　　　　　　５
（１１）マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１２）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１３）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（１４）ヒドロキシプロピルセルロース　　　　　　　　　　　２
＊１５：ＡＮＴＡＲＯＮ　Ｖ－２２０（ＩＳＰ社製）
＊１６：ＡＥＲＯＳＩＬ　Ｒ９７４（日本アエロジル社製）
＊１７：ルーセンタイト　ＳＡＮ－Ｐ（コープケミカル社製）
＊１８：ＴＩＬＡＣＫ　Ｄ（赤穂化成社製）
【００５９】
（製法）
Ａ．成分（１）～（７）を１００℃に加熱溶解し、常温になるまで冷却する。その後、成
分（８）～（１４）を加えて乳化する。
Ｂ．Ａを容器に充填する。
【００６０】
　実施例１３の油中水型マスカラは伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量感ボリューム
効果（セパレートボリューム効果）、カールキープ効果のすべての点で満足のいくもので
あった。
【００６１】
実施例１４
　　油性マスカラ下地（ロングタイプ、ゲル状）：
　下記処方の油性マスカラ下地（ロングタイプ、ゲル状）を下記製法により調製した。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）製造例１の樹脂組成物　＊１　　　　　　　　　　　　１５
（２）水添アビエチン酸グリセリル　＊５　　　　　　　　　　３
（３）トリメチルシロキシケイ酸溶液　＊１９　　　　　　　　３
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（４）キャンデリラロウ　＊２０　　　　　　　　　　　　　　１
（５）パルミチン酸デキストリン　＊２１　　　　　　　　　　１．５
（６）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　残量
（７）有機変性ベントナイト　　　　　　　　　　　　　　　　３
（８）ナイロンファイバー＊２２　　　　　　　　　　　　　　２
（９）着色干渉繊維　＊２３　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１０）パラオキシ安息香酸メチルエステル　　　　　　　　　０．１
（１１）１，３ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　０．２
（１２）ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０．１
＊１９：ＳＲ１０００（モメンティブパフォーマンスマテリアルズジャパン社製）
＊２０：精製キャンデリラワックスＣＧ－７（日本ナチュラルプロダクツ社製）
＊２１：レオパールＫＬ（千葉製粉社製）
＊２２：３.３Ｔ－２ＭＭ
＊２３：ポリエチレンテレフタレート、ナイロンを特開平１１－１８２９号公報に従い、
５１層に積層したもの、５デニール、１ｍｍ、赤色１０２号０．１％で染着
【００６２】
（製法）
Ａ．成分（１）～（６）を約１１０℃で加熱混合し均一にする。
Ｂ．成分（７）～（１２）とＡを合わせ均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填する。
【００６３】
　実施例１４の油性マスカラ下地は、伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量感ボリュー
ム効果（セパレートボリューム効果）、カールキープ効果のすべての点で満足のいくもの
であった。
【００６４】
実施例１５
　　油中水型アイブロウマスカラ（クリーム状）：
　下記処方の油中水型アイブロウマスカラ（クリーム状）を下記製法により調製した。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）製造例２の樹脂組成物　＊２４　　　　　　　　　　　　０．５
（２）ロジン酸ペンタエリスリトール　＊２５　　　　　　　　１
（３）キャンデリラレジン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（４）軽質流動イソパラフィン　＊２　　　　　　　　　　　　残量
（５）ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（６）ラウロイルリシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（７）ポリオキシエチレン・
　　　　メチルポリシロキサン共重合体＊２６　　　　　　　　５
（８）天然ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１０）ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（１１）黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１２）ベンガラ被覆雲母チタン　　　　　　　　　　　　　　５
（１３）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　８
（１４）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１５）アクリル酸エマルションポリマー　＊２７　　　　　　５
（１６）酢酸ビニルエマルションポリマー　＊２８　　　　　　３
＊２４：樹脂濃度２５％、軟化点７２．５℃、ヨウ素価３５
＊２５：エステルガムＨＰ（荒川化学工業社製）
＊２６：シリコンＫＦ－６０１７（信越化学工業社製）
＊２７：ヨドゾールＧＨ８００Ｆ（日本エヌエスシー社製）
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＊２８：ビニブランＧＶ－５６５１（日信化学工業社製）
【００６５】
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（８）を１００℃にて、均一に加熱溶解する。
Ｂ：Ａに成分（９）～（１６）を加え均一に混合する。
Ｃ：Ｂを容器に充填する。
【００６６】
　実施例１５の水中油型アイブロウマスカラは、伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量
感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）、カールキープ効果のすべての点で満足
のいくものであった。
【００６７】
実施例１６
　　水中油型アイブロウオーバーコート（クリーム状）：
　下記処方の水中油型アイブロウオーバーコート（クリーム状）を下記製法により調製し
た。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）製造例３の樹脂組成物　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（２）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（３）ミリスチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（４）カルナバワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（５）キャンデリラワックス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（６）モノステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（７）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（８）ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（９）モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（２０Ｅ．Ｏ）　　　１．５
（１０）セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１１）黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１２）無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
（１４）１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１５）パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１６）アクリル酸アルキルコポリマーエマルション　＊３１　　　　　１０
（１７）アクリル酸アルキル・
　　　　　酢酸ビニル共重合体エマルジョン　＊３２　　　　　　　　　１０
（１８）シャクヤクエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（１９）ナイロンファイバー　＊３３　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（２０）ポリエチレンテレフタレート・ナイロン－６６混合繊維　＊３４　０．５
（２１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
＊２９：樹脂濃度３３％、軟化点６９．５℃、ヨウ素価４３
＊３０：高融点キャンデリラワックスＦＲ１００（日本ナチュラルプロダクツ社製）
＊３１：ビニゾール１０８６ＷＰ（大同化成工業社製）
＊３２：ビニゾール２１４０Ｌ（固形分４３％）（大同化成工業社製）
＊３３：３．３Ｔ、０．５ｍｍ
＊３４：１５Ｔ、０．５ｍｍ
【００６８】
（製法）
Ａ．成分（１）～（１０）を１１０℃に加熱溶解し、均一に混合する。
Ｂ．成分（１１）～（２１）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、８０℃で乳化する。
Ｄ：Ｃを容器に充填する。
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　実施例１６の水中油型アイブロウオーバーコート（クリーム状）は、伸び広がりの軽さ
、化粧膜の柔軟さ、量感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）、カールキープ効
果のすべての点で満足のいくものであった。
【００７０】
実施例１７
　　油性ヘアマスカラ（ゲル状）：
　下記処方の油性ヘアマスカラ（ゲル状）を下記製法により調製した。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）製造例１の樹脂組成物　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　８
（２）アクリル－シリコーングラフト共重合体　＊１１　　　　　　　３
（３）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　残量
（４）ポリオキシエチレン（１０モル）硬化ヒマシ油　　　　　　　　０．１
（５）シリコーン樹脂粉末　＊３５　　　　　　　　　　　　　　　　８
（６）ポリエチレンワックス　　＊３６　　　　　　　　　　　　　　５
（７）トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理タルク　　　０．５
（８）トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理黒酸化鉄　１０
（９）炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
＊３５：ＴＯＳＰＥＡＲＬ　１４５Ａ（平均粒子径４．５μｍ、モメンティヴ・パフォー
マンス・マテリアルズ・ジャパン社製）
＊３６：ＰＥＲＦＯＲＭＡＬＥＮＥ５００（ニューフェーズテクノロジー社製）
【００７１】
（製法）
Ａ．成分（１）～（６）を約１００℃で均一に混合する。
Ｂ．成分（７）～（９）とＡを合わせ均一に混合する。
Ｃ．Ｂを容器に充填する。
【００７２】
　実施例１７の油性ヘアマスカラ（ゲル状）は、伸び広がりの軽さ、化粧膜の柔軟さ、量
感ボリューム効果（セパレートボリューム効果）のすべての点で満足のいくものであった
。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明の化粧料は、伸び広がりが軽く、柔軟性の高い化粧膜を形成し得るものであり、
睫に適用すると、付着性がありながらもべたつきがないため、束になることなく、睫の一
本一本に均一に付着して、それぞれが太く濃くなることで自然な仕上がりのボリューム効
果が得られ、またこの化粧膜は、一定の硬さを有しながらも柔軟性をも備え、長時間にわ
たって初期のカール形状を維持する効果にも優れるものであるため、睫用化粧料等として
有用なものである。
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